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このように、ボールを使用してエアロビックを行ったこ

とにより、弾む動作のイメージも沸きやすく、エアロビッ

クのステップもスムーズに行うことが出来ていた。また自

由に表現することも抵抗なく全員が意欲的に活動出来てい

る様子が見られた。 

そして、授業終了後、感想や運動意欲について、4段階

尺度でアンケート調査を実施した。回収率は100％であっ

た。内容は表2に示しているように、1.「運動は好きです

か？」2.「エアロビックは楽しかったですか？」3.「エア

ロビックはきつかったですか？」4.「授業後、他の運動も

もっとやりたいと思いましたか？」である。質問1から1

項目ずつ指導者がゆっくりと読み上げ、説明をしながら回

答させた。 

表2 質問内容 

質問1.運動は好きですか？ 

（そう思う〜全くそう思わない） 

質問2.エアロビックは楽しかったですか？ 

（そう思う〜全くそう思わない） 

質問3.エアロビックはどのくらい疲れましたか？ 

（余裕、ちょうど良い、疲れた、とても疲れた） 

質問4.授業後、他の運動ももっとやりたいと思いましたか？ 

（そう思う〜全くそう思わない） 

 

44..結結果果及及びび考考察察  

(1)本調査では、小学校1,2年生を低学年生のひとまとま

りとし、集計を行った。その結果、まず、「運動は好きです

か？」という質問に対し、全体の79％が「そう思う」と回

答し、「ややそう思う」と回答した児童は12％、「あまりそ

う思わない」と回答した児童は3％、「全くそう思わない」

と回答した児童は6％であった。（図１） 

 

図1 運動は好きか 

そして「エアロビックは楽しかったですか？」という質

問に対し、全体の74％が「そう思う」と回答し、「ややそ

う思う」と回答した児童は17％、「あまりそう思わない」

と回答した児童は6％、「全くそう思わない」と回答した児

童は3％であった。（図2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 楽しかったか 

 

また、「エアロビックはどのくらい疲れましたか？」とい

う質問に対し、全体の71％が「余裕」と回答し、「ちょう

ど良い」と回答した児童は25％、「疲れた」と回答した児

童は1％、「とても疲れた」と回答した児童は3％であっ

た。（図3） 

 

図3 どのくらい疲れたか 
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さらに、エアロビックを実施後「他の運動ももっとやり

たいと思いましたか？」という質問に対し、全体の86％が

「そう思う」と回答し、「ややそう思う」と回答した児童は

9％、「あまりそう思わない」と回答した児童は2％、全く

そう思わないと回答した児童は3％であった。（図4） 

 

図4 運動意欲は高まったか 

 

このように、小学校1,2年生全体において、運動が好き

な児童は約8割であり、約9割の児童がエアロビックを楽

しんで実践出来ていたことが分かった。また、疲れ具合に

ついては、概ね心地よい運動が出来ていたのではないかと

考えられる。しかし、弾む動作を連続的に行うことは、身

体能力の差によっては疲れてしまうことで楽しくないと感

じてしまい、意欲も軽減する可能性が考えられる。従っ

て、年齢や体力に応じた運動強度についての検討も、今後

必要であると考える。さらに、運動意欲については、全体

の約9割の運動意欲が高まったという結果を得ることが出

来た。 

これらのことから、ボールを使用したエアロビックは、 

小学校低学年生において、概ね楽しみながら実践できる教

材であり、児童の運動意欲が高まる可能性が確認できた。

しかしこれは、実践後のみの調査であるため、実践前後の

意欲を比較することでより明確な結果が得られるだろう。

また、これらの結果が、授業時以外の場面で、どのような

行動に反映されるのか、意欲と行動の関係についても実践

を通して今後探っていきたい。 

 

(2)次に、運動が好きと回答している児童と嫌いと回答し

ている児童の運動意欲についての関係を明らかにするた

め、統計処理を行った。 

その結果、運動が好き（そう思う）と回答した児童にお

いて、他の運動意欲が高まった（そう思う）児童は68.4％

であり、運動が好き（そう思う）と回答した児童おいて、

他の運動意欲が高まった（ややそう思う）児童は4.2％で

あることが分かった。そして、運動が好き（ややそう思

う）と回答した児童において、他の運動意欲が高まった

（そう思う）児童は9.5％であり、運動が好き（ややそう

思う）と回答した児童において、他の運動意欲が高まった

（ややそう思う）児童は3.2％であることが分った。一

方、運動が嫌い（あまりそう思わない）と回答した児童に

おいて、他の運動意欲が高まった（そう思う）児童は

2.1％であり、運動が嫌い（全くそう思わない）児童におい

て、他の運動意欲が高まった（そう思う）児童は3.2％、

運動が嫌い（全くそう思わない）と回答した児童におい

て、他の運動意欲が高まった（ややそう思う）児童は

2.1％であることが分かった。また、運動の好き嫌いと運動

意欲について、統計学的な有意差も確認できた。（表3） 

 

 

 

 

これらのことから、運動が好きな児童においては、運動意

欲が高まる傾向にあることが分かった。また運動が嫌いな児

童においても、運動意欲が高まる可能性が期待出来た。しか

し、運動が嫌いな児童全員の運動意欲を向上させることはで

きなかったため、その原因を明らかにし、今後さらなる教材

研究を行っていきたい。 
さらに、性別と運動意欲の関係を明らかにするため、統

計処理を行った。その結果、男子児童において、「他の運動

ももっとやりたいと思いましたか？」という質問に対し、

「そう思う」と回答した児童は36.3％、「ややそう思う」
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P<0.05 
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と回答した児童は4.4％、「あまりそう思わない」と回答し

た児童は1.1％、「全くそう思わない」と回答した児童は

2.2％であった。それに対し、女子児童において、「他の運

動ももっとやりたいと思いましたか？」という質問に対し

「そう思う」と回答した児童は49.5％、「ややそう思う」

と回答した児童は4.4％、「あまりそう思わない」、「全くそ

う思わない」と回答した児童はそれぞれ1.1％であった。 

しかし、性別と運動意欲についての統計学的な有意差はな

かった。（表4） 

 

 

 
 

 

これらのことから、エアロビックを実施後、男子児童よ

りも女子児童の運動意欲が高まる傾向にあることが分かっ

た。この年代において、踊ることに恥ずかしさを抱く児童

は少なくないと考えられる。その原因を探り、中学年や高

学年に上がる前段階で男女ともに、踊ることや表現するこ

とに抵抗を感じず積極的に取り組める方法を今後も探って

いきたい。 

(3)まとめ 

①ボールを使用したエアロビックを実施後、運動意欲は向

上するか。 

ということに対し、小学校1,2年生全体において、約9割

の運動意欲が高まることが分かった。 

②ボールを使用したエアロビックを実施後、運動が好きな

児童及び嫌いな児童の運動意欲にどのような差が生じるか。 

ということに対し、運動が好きな児童においては、運動意

欲が高まる傾向にあることが分かった。また、運動が嫌い

な児童においても、運動意欲が高まる可能性が期待出来

た。 

③男女の運動意欲にはどのような差が生じるか。 

ということに対し、男子児童の運動意欲よりも女子児童の

運動意欲の方が高まることが分かった。 

 

55..今今後後のの課課題題  

本研究では、小学校1,2年生を対象に、「表現リズム遊

び」の単元において、ボールを使用したエアロビックを実

施することで、運動意欲にどのような差や変化が生じるか

を調査した。そして児童の特徴や運動意欲についての新た

な見解を得ることが出来た。本研究の結果を元に、今後、

運動が好き嫌いに関わらず、そして男女問わず誰もが楽し

く踊ることを好み、積極的に取り組む姿勢を育むための新

たな教材研究や、児童の運動意欲についての解明をしてい

きたい。 
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表4 性別と運動意欲について 
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